
「工事における火災防止」

　消火器だけでなく消火用水(バケツ)も用意しておきましょう➜それは何故か、理由があります

 消火器の中に入っている粉末消火剤の成分は

「リン酸二水素アンモニウム」という薬剤で強力な吸湿性

 を持つため、触れた物質を腐食させます、金属や電気配線などに

 かかれば全て交換となり、消火後も周囲に影響が残ります。

 溶接・溶断の残り火などは、その都度まずは水で消火して

 消火器の使用は二次的な方法にしておいた方が無難です。

 上記の現場のように防火用水＋消火器の二段構えでお願いします

消火器は場所をわかりやすく

目立たせてください
(火災防止の注意喚起の効果にも)

消火器と消火バケツはセットで配置

「消火器の置き方」にも工夫しましょう

�かごに入れて

転倒防止と

移動を容易に

かつ目立つ

クランプ付き�

消火器ブラケットで

目線の高さに配置

すれば目立ちます

床に置く場合は�

消火器カバーで目立つように


